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会 議 録 

 

１ 会議名 

第６回名立区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

 ⑴ 検討事項（公開） 

   ○ 平成３０年度視察研修について 

 ⑵ その他の事項（公開） 

○ 平成３０年度第７回地域協議会の開催予定 

３ 開催日時 

平成３０年９月２８日（金）午後６時３０分から午後７時１０分まで 

４ 開催場所 

名立区総合事務所 第２会議室 

５ 傍聴人の数 

０名 

６ 非公開の理由 

   ― 

７ 出席した者（傍聴人を除く）氏名（敬称略） 

・委  員：安藤安年、奥泉稔、木村和子、草間照光、佐藤道子、高宮秀博、塚田正、

徳田幸一、二宮香里、原田秀樹 

  ・事 務 局：三浦所長、小林次長（総務・地域振興グループ長兼務）、松永市民生活・

福祉グループ長（教育・文化グループ長兼務）、渡邊班長、佐藤主任 

８ 発言の内容 

【渡邊班長】 

 ・会議の開会を宣言。 

 ・上越市の地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により委員の半数以上

の出席を確認、会議の成立を報告。 

【塚田会長】 

 ・挨拶 

・所長に挨拶を求める。 
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【三浦所長】 

・挨拶 

【塚田会長】 

・事務局に資料の説明と会議録の確認者の発表を求める。 

【渡邊班長】 

 ・資料の説明 

  ・会議録の確認：草間委員、佐藤委員 

【塚田会長】 

・検討事項「平成３０年度視察研修について」事務局に説明を求める。 

 【渡邊班長】 

  ・資料№１に基づき説明する。 

【塚田会長】 

 ・時期については１１月２０日過ぎ 

・視察先について委員に意見・質問を求める。 

【安藤委員】 

 ・新クリーンセンター、オーレンプラザと陸上競技場の視察を希望する。公共施設で

もあり、利用状況等について把握したい。視察先に選んでいる地域協議会もいくつ

かあり、それだけ関心が高いと考える。 

【徳田委員】 

 ・能生地区の長者温泉はどうか。都市からの移住者が地域密着型のサービスを展開し

て地域の方々と交流していると聞いている。実際にご本人達から移住・定住に関し

ての話を聞いてみてはどうか。 

【奥泉委員】 

 ・十日町市も移住者受入れの取組実績があり、今度は移住者が干し芋の製造を始める

と聞いている。 

【佐藤委員】 

 ・私は区内でも増えている空き家への対策として、空き家の有効活用策の取り組みを

行っている富山県の射水市を視察したい。 
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【塚田会長】 

 ・十日町市や射水市等の視察先は大枠では人口減や定住促進への課題の取り組みであ

り、今後少しずつ議論していく必要があり、皆さんの提案も大事ではあるが、私の

考えは安藤委員と同様に今回は新クリーンセンターやオーレンプラザといった市の

新しい施設を視察してはどうかと思う。 

【徳田委員】 

 ・私はクリーンセンターが稼働したばかりであり、オーレンプラザも昨年の９月にオ

ープンしたばかりで、視察先として時機と捉えている。十日町市や射水市等への視

察は来年度でもよいかと思う。 

【塚田会長】 

 ・視察先をクリーンセンター、オーレンプラザと陸上競技場にすることについて委員

に諮り同意を得る。 

 ・日程は１１月２０日前後とし、定例会はその日の１７時頃から開催でどうか。 

【渡邊班長】 

 ・そのような形で視察先と調整したい。１０月の地域協議会で具体的な日程を示す。 

【塚田会長】 

  ・その他事項ついて委員に意見・質問を求める。 

【奥泉委員】 

  ・爆音機設置後のクマの目撃情報はどのようになっているか。 

【松永Ｇ長】 

  ・区内の２箇所に爆音機を設置した後に区内でクマの目撃情報は寄せられていない。 

【安藤委員】 

  ・イノシシによる農地の被害も出ている。基本は電気柵を設置する等、自己での対策

が基本であると思うが、行政でどのような対策をしているか。 

【松永Ｇ長】 

  ・猟友会の協力を得て、わなの設置やイノシシの捕獲をしている。 

【草間委員】 

  ・今年度のイノシシの捕獲の実績はどうなっているか。 
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【松永Ｇ長】 

  ・今、具体的な捕獲数は手元に持ってきていないが、捕獲した数量については猟友会

から定期的に報告を受けている。 

【徳田委員】 

  ・先日、名立区巡回オンブズパーソンの案内が私に送付されたが、オンブズパーソン

制度について伺いたい。 

  ・巡回オンブズパーソンの案内文書には「オンブズパーソンが直接出向いて」という

文言があり、オンブズパーソンが申立人の所に直接出向くという内容を窺わせてい

る。 

【三浦所長】 

 ・オンブズパーソン制度は、市民から市の仕事やその仕事に係る職員の行為について、

不服の申立てを聞き、詳細に調査をして、必要に応じ市に対して意見や提言等を行

うもの。事務局は市民プラザ内にあり、今回は総合事務所で職員１名とオンブズパ

ーソン１名で皆さんの申し立てを伺う。 

・案内文書には「オンブズパーソンが直接出向いて」という文言が記載されているが、

オンブズパーソンが皆さんの地域に出向くという訳ではなく、総合事務所において、

直接、皆さんの声を聞くということである。総合事務所で発行した「名立区だより」

では、そのような文言に改めている。 

【塚田会長】 

 ・他に意見や質問を求めるもなし。 

  ・次に「平成３０年度第７回地域協議会の開催予定について」事務局に案の説明を求

める。 

【渡邊班長】 

 ・日時：平成３０年１０月２５日（木） 午後６時３０分から 

【塚田会長】 

 ・事務局案でよいか委員に確認し、承諾を得る。 

【奥泉副会長】 

 ・会議の閉会を宣言。 

 ・挨拶 
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９ 問合せ先 

  名立区総合事務所 総務･地域振興グループ  TEL 025-537-2121（内線 223） 

                  E-mail: nadachi-soumu.g@city.joetsu.lg.jp 

 

１０ その他 

別添の会議資料も併せてご覧ください。 


